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Looking at Stock Market Quotations through the Lens of Keynes on Conventional Judgment:
Advantage of Self-realizing of Expectation and the Regulation of Information Manipulation 
by Portfolio Managers and Investment Analysts
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J.M. ケインズ（J.M. Keynes），慣行（Convention），慣行的判断（Conventional Judgment），自己言及
的構造（Self-referential Structure），期待の自己実現（Self-realizing of Expectation），相場の変動（a 
Fluctuation in the Market），蓋然性（Probability），論証の重み（the Weight of Arguments），認知的
不協和（Cognitive Dissonance），同調（Conformity），ソーシャル・リアリティー（Social Reality），ポー

























































































Street Reform and Consumer Protection 
Act：以下，Dodd-Frank法）の細目規定が遅れ
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年 2 月20日開催のNational Mutualの年次総会
スピーチで次のように明確に指摘している。








































































































































































到達している。さらに， 4 次元， 5 次元，
それ以上の高次元を実践する人もあると私
は信じている」（38）。　
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同等に合理的であると仮定するとき，この格差
を正当化することはできない。この格差を取り払
うには，先に見たように，個人はより高い次元の
確信を選び取り続ける以外に方法はない。この
過程では，個人は常に，他者の位置に身を置こ
うと努力し，かつ他者が自分と同じ計算と予想
形成の能力を持つものと仮定されている。状況
はそれゆえ，「相互に向き合った意識」が「互い
の動機を探ることによって，向かい合わせられた
鏡と同じような働きをしている」。その意味で，
問題の高次化は先に既に指摘したように，まさに
「鏡面のプロセス」と呼ぶことができる。ここで
は各々の意識は，相手がより高い次元の確信を
獲得していく事実を考慮する結果，多数の鏡像
が現れることになる。そして第 1 章（e）で規定し
たように，鏡面性とは，確信の「相互的ダイナミ
クスから帰結する多数の反射」を指す（42）。以上
のように，論理上，どの投機家も同等に合理的
であるよう扱うためにより高次の確信を選び取る
ことができるよう，より高次の期待をKeynesは
取り上げたのである。
《未完》
